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〔  スピリチュアル（黒人霊歌）             〕 〔 アフリカ系アメリカ人 〕 〔     応答形式 〕 
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ア）の「作詩法の関係（prosodic links）」 を用いて、応答の分類が可能であるかどうかを、E・サザーン（E. Southern）
が取り上げる最も古い応答形式の歌詞の記録に当てはめ、確認した。 
2-2. A・M・ジョーンズ（A. M. Jones）の音楽的分類に加えた、可能な 4 つの分類方法と結果 
次にA・M・ジョーンズが先行研究で行っている「①リズムによる形式（Summary of the metrical form）」と「②
フレーズによる形式（Summary of the phrase-form）」を確認し、ンケティアの作詩法の関係を用いた「③歌詞を中
心とした構成方法」と、「④譜面上を基に実際の演奏による構成方法」を用いて分類を行った。結果は、類似した形
式も見られるが、どれも同一のものはないことが明らかとなった。 







3-1. J・W・ワーク（J. W. Work II I）が用いる譜例の分析 





E・サザーン及びG・クービック（G. Kubik）が用いるボーディック（T. E. Bowdich）のアシャンテの 1800 年初
頭の楽譜に見られる応答形式は、呼びかけ（call）と応答（response）の時間幅が同一ではなく、また和音の度数も
3 度と 5 度が入り交じっており、複雑且つ、ある程度練習を行わないと演奏できないものであった。 
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 北部アフリカ系アメリカ人が初めて編纂、出版した賛美歌『A Collection of Spiritual Songs and Hymns, Selected 





南部アフリカ系アメリカ人奴隷歌を最初に記譜化した『Slave Songs of the United States 』（1867）には、歌唱
指示（Directions for Singing）が示されていた。 
ほとんどの曲の歌詞はそれぞれ 4 行分を一連とした節（stanza）にアレンジされており、いくつかは固定された
1 連の節（verse proper）が存在する。最も一般的なアレンジは、2 行目と 4 行目が反復であり、1 行目と 3 行目の
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第 13 号（2015 年 3 月発行）に掲載可となった。 
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